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Ⅰ．はじめに

　視覚障害を伴う幼児児童生徒（以後，幼児児童生
徒）を対象とする特別支援学校（以後，盲学校）にお
いて，コミュニケーションの指導は幼児児童生徒の自
立に不可欠である。ただ，一口にコミュニケーション
の指導といっても扱うべき内容は多岐にわたってお
り，例えば，（1）基本的な対人コミュニケーション，

（2）合理的配慮を得るためのコミュニケーション，
（3）職業的自立に必要なコミュニケーションの指導が
考えられる。
　このうち，（1）は，幼児児童生徒の視覚障害に配慮
したものであり，基本的な対人コミュニケーションで
はあるものの，視覚障害教育独自のものが想定でき
る。例えば，幼児児童生徒は見えない，見えにくいが
ゆえに，相手のアイコンタクトや表情がわからず，結
果的に感情のよみとりに困難さを感じることがある。
この困難さを解決するためには，健常児・者が使わな
い情報（発話量，声のトーン，姿勢，服装等）を参考
に，相手の感情を推測するといった工夫が有効とされ
る（中野・相羽・小松，2014）。このため，盲学校で
は，幼児児童生徒に基本的な対人コミュニケーション
を指導する場合も，彼らの視覚障害に適した内容を指
導する必要がある。
　一方，（2）については，障害者差別解消法との関係
から指導が必要である。現在，障害者が合理的配慮を
得るためには，意思の表明が必要である（同法 7 条の
2）。また，もし，要請された合理的配慮が過重な負担
にあたる場合には，障害者と事業者の双方が建設的対
話による相互理解を通じた紛争解決に努める必要があ

る（例えば，文部科学省所管事業分野における障害を
理由とする差別の解消の推進に関する対応指針第 2 の
2（2））。つまり，幼児児童生徒が合理的配慮を得るた
めには，彼らが自身の障害特性を理解した上で，周囲
に障害開示や援助要請を行うことや，周囲と円滑にや
りとりをすすめ，合意形成することが重要になる（相
羽・奈良，2019; 相羽・奈良・増田・鈴木，2019; 奈
良・渡邊，2019; 氏間・中野・永井・田中・竹林地・
韓・相羽・大島，2019）。そのため，合理的配慮を得
るためのコミュニケーションの指導は早期から系統的
に実施する必要がある。
　さらに，（3）については，盲学校の職業教育との関
係で必要になる。盲学校には職業課程として専攻科理
療科が設置されており，主にあん摩マッサージ指圧
師・はり師・きゅう師（以後，あ・は・き師）の養成
が行われている。特に，「あ・は・き師は開業するこ
とが可能な資格であり，患者等への対応に必要なコミ
ュニケーション能力を養うことは最低限必要である」
という理由から，2018 年度よりコミュニケーション
の科目も必修化された（あ・は・き師学校養成施設カ
リキュラム等改善検討会，2016）。このことを踏まえ，
盲学校で職業教育を受ける生徒は，医療従事職に必要
なコミュニケーションを学ぶ必要がある。
　このように，幼児児童生徒に指導すべきコミュニケ
ーションには様々なものがある。それにも関わらず，
わが国の盲学校では指導時期と指導内容について体系
化された資料は存在せず，一部の実践研究（例えば，
吉田・河﨑・池島，2012）が存在するのみである。
　ところで，コミュニケーションと関連するものに，
心理学の領域ではソーシャルスキルという概念があ
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る。これは，「対人場面において，適切かつ効果的に
反応するために用いられる言語・非言語的な対人行動
と，そのような対人行動の発現を可能にする認知過程
との両方を包括する概念」（相川，1996）や，「学習可
能な対人関係を円滑に運営する適応能力のこと」（大
坊，1998）とされており，未だ統一的な定義は存在し
ない。ただ，適切な対人行動をとれる者は，ソーシャ
ルスキルが備わっていると判断できる（大坊，1998）
ため，円滑なコミュニケーションに不可欠なものだと
考えられている。しかしながら，ソーシャルスキル
は，対象，所属集団，文化，時代等によってもあり方
が異なる（大坊，2008）ため，視覚障害教育で指導す
べきソーシャルスキルとは何かは，わが国独自で検討
しなければならない。
　一方，海外の視覚障害教育では，教師やその他の支
援者向けにソーシャルスキルの指導理論・実践方法を
まとめた指導書「Teaching social skills to students 
with visual impairment : From theory to practice」

（Sacks & Wolffe, 2006）が発行されており，その中に
は，SSAT-VI：Social Skills Assessment Tool for 
Children with Visual Impairment （McCallum & 
Sacks, 1993）やSCA：Social Competence Assessment

（Loumiet & Levack, 1991）といったアセスメントツ
ールも収録されている。これらのアセスメントツール
には，前述した医療従事職に必要なコミュニケーショ
ンに関連するものを除き，学ぶべきソーシャルスキル
が網羅されており，内容ごとにおおよその指導時期も
明記されている（Sacks & Wolffe, 2006）。なお，医療
従事職に必要なコミュニケーションに関連するソーシ
ャルスキルについては，現在，わが国ではオリエンス
研究会（2018）が体系化に取り組んでいる。
　以上のことから，本報告では，今後，わが国の盲学
校が幼児児童生徒にソーシャルスキルの指導を系統的
に実践するための基礎資料を得ることを目的として，
SSAT-VI（McCallum & Sacks, 1993） や，SCA

（Loumiet & Levack, 1991）をそれぞれ翻訳・意訳し，
わが国の実情に合うよう適宜改編を加えたソーシャル
スキルアセスメントツール（試案）を紹介する。

Ⅱ．試案作成プロセス

　本試案の作成にあたっては，①障害科学分野の研究
者 3 名，②ネイティブスピーカーであり，大学院で障
害科学を学んだ者 1 名，③特別支援教育を専攻し，外
国語にも精通した教育学部の学生 1 名，計 5 名の研究
チームを構成し，作業に取り組んだ。なお，研究チー
ムのメンバーのうち，①と②については全員が視覚障
害当事者であった。
　作業の流れは，アセスメントツールの直訳・意訳作
業を筆頭著者が行い，その内容が適切であるか否か，

また，わが国の実態にあったものであるか否かという
観点から研究チームの全体の合意が得られるまで編集
を繰り返した。この作業に要した期間は，2019 年 4
月～ 2020 年 1 月の 10 カ月間であった。
　この作業により，SSAT-VIに基づく視覚障害児・
者ソーシャルスキルチェックシート（試案）と，
SCAに基づく視覚障害児・者ソーシャルスキル発達
評価シート（試案）が作成された。前者はTable1-1～
1-3，後者はTable2-1 ～ 3 に示した。

Ⅲ．�視覚障害児・者ソーシャルスキルチェックシ
ート（試案）の概要

　SSAT-VIは，視覚障害児・者のソーシャルスキル
の獲得状況を全般的に評価するものであった。これは
基本的な社会行動（身体表現・コミュニケーションス
キル・協調スキル），対人関係（交流・関係の維持），
認知社会的行動（自己同一性・社会的状況の解釈・ソー
シャルスキルの遂行・自己評価）の 3 領域について，行
動観察を通して評価するものであったため，本チェッ
クシート（試案）もその枠組みをそのまま取り入れた。
　ただし，各項目の内容については，意訳するだけで
はなく，特定のソーシャルスキルを遂行できるか否か
というニュアンスになるよう統一し，改変を加えた。
　本チェックシート（試案）の評価方法については，
SSAT-VI が 6 件 法（absent・poor・fair・adequate・
good・excellent）になっていたことを踏まえ，「全く
そう思わない」から「非常にそう思う」までの 6 件法
とした。
　こうして作成した本チェックシート（試案）は，ソ
ーシャルスキルの獲得・活用状況を全般的に評価する
際に役立つことが期待できる。ただし，項目の中に
は，まだ就学していない幼児には評価しにくい項目

（例えば，31・38）や，青年期以前の児童生徒には評
価しにくい項目（例えば，33・34）も含まれているこ
とから，発達を考慮した活用に留意する必要がある。

Ⅳ．�視覚障害児・者ソーシャルスキル発達評価シ
ート（試案）の概要

　SCAは，周囲との関わりと，自己概念の 2 領域に
ついて，ソーシャルスキルの活用状況を発達的に評価
できるものであった。このため，本発達評価シート

（試案）でも，SSAT-Ⅵのときと同様に，原本の枠組
みをそのまま活用し，特定のソーシャルスキルを遂行
できるか否かというニュアンスに各項目の内容を統
一・修正した。ただし，自己概念領域には，宗教や社
会保障の観点からわが国の文化では解釈が難しい項目

（19・22）も含まれていたため，これらは削除するこ
ととした。

相羽，増田，尾原，奈良，佐藤：視覚障害教育におけるソーシャルスキルアセスメントツール（試案）作成の試み
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：：
交交
流流

  

2211
  

In
te

ra
ct

 a
pp

ro
pr

ia
te

ly
 w

ith
 o

th
er

s 
注

1 
他

者
と

適
切

に
交
流
で

き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

2222
  

Pl
ay

 w
ith

 o
th

er
s 

注
2 

他
者

と
遊
ぶ

こ
と
が
で

き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

2233
  

D
em

on
st

ra
te

 a
bi

lit
y 

to
 e

ng
ag

e 
in

 a
 v

ar
ie

ty
 o

f p
la

y 
ac

tiv
iti

es
. 

 
さ

ま
ざ

ま
な

遊
び
に
参

加
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

 
  

  
  

  
  

  

2244
  

Ca
n 

co
m

pr
om

is
e.

  
歩

み
寄

る
こ

と
が
で
き

る
。

 
  

  
  

  
  

  

2255
  

Sh
ow

 a
w

ar
en

es
s o

f c
om

m
on

 a
ct

iv
iti

es
 a

nd
 in

te
re

st
s. 

 
共

通
の

活
動

や
関
心
事

に
も

興
味

を
向
け
る

こ
と

が
で

き
る
。

 
  

  
  

  
  

  

2266
  

En
co

ur
ag

e 
th

e 
ef

fo
rt

s o
f o

th
er

s. 
 

他
人

の
努
力

を
励
ま
す

こ
と

が
で

き
る
。

 
  

  
  

  
  

  

2277
  

D
em

on
st

ra
te

 g
ra

tit
ud

e 
to

w
ar

d 
ot

he
rs

. 
周

囲
に

感
謝

の
気
持
ち

を
伝

え
る

こ
と
が
で

き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

BB..
  SS

uuss
ttaa

iinn
iinn

gg  
RRee

llaa
ttiioo

nnss
hhii

ppss
：：

関関
係係

のの
維維

持持
  

2288
  

D
em

on
st

ra
te

 a
n 

un
de

rs
ta

nd
in

g o
f d

iff
er

en
ce

s b
et

w
ee

n 
fa

m
ily

, f
rie

nd
s, 

ac
qu

ai
nt

an
ce

s, 
an

d 
st

ra
ng

er
s. 

 
家

族
、

友
達

、
知
人
、

知
ら

な
い

人
と
の
違

い
を

理
解

で
き
る
。

 
  

  
  

  
  

  

2299
  

D
ev

el
op

 fr
ie

nd
s a

nd
 b

e 
lik

ed
 b

y 
pe

er
s. 

 
友

達
を

作
り

、
仲
間
か

ら
好

か
れ

る
。

 
  

  
  

  
  

  

3300
  

D
em

on
st

ra
te

 a
pp

ro
pr

ia
te

 b
eh

av
io

rs
 fo

r a
tt

en
di

ng
 so

ci
al

 e
ve

nt
s. 

 
交

流
の

機
会

に
参
加
す

る
た

め
に

適
切
に
ふ

る
ま

う
こ

と
が
で
き

る
。

 
  

  
  

  
  

  

3311
  

In
te

ra
ct

 w
ith

 p
ee

rs
 o

ut
si

de
 o

f s
ch

oo
l. 

 
学

校
外

の
仲

間
と
も
交

流
で

き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

3322
  

U
nd

er
st

an
d 

th
e 

ne
ed

s o
f o

th
er

s. 
 

他
の

人
の
ニ

ー
ズ
を
理

解
で

き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

3333
  

D
em

on
st

ra
te

 a
n 

ag
e-

ap
pr

op
ri

at
e a

w
ar

en
es

s o
f h

um
an

 se
xu

al
ity

, i
nc

lu
de

 co
nc

ep
ts

 of
 p

ub
lic

 
vs

. p
ri

va
te

, a
nd

 so
ci

et
al

 v
al

ue
s a

nd
 a

tt
itu

de
s. 

性
意

識
、

公
私

の
違

い
、

自
分

の
行

動
が

社
会

か
ら

ど
の

よ
う

に
み

ら
れ

る
か

の
意

識
を

年
齢

相
応

に
持

つ
こ

と
が

で
き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

3344
  

D
em

on
st

ra
te

 a
n 

ag
e-

ap
pr

op
ria

te
 a

w
ar

en
es

s 
of

 jo
b 

re
la

te
d 

co
nc

ep
ts

, i
nc

lu
di

ng
 a

ss
um

in
g 

re
sp

on
si

bi
lit

y 
an

d 
re

la
tin

g 
to

 o
th

er
s i

n 
w

or
k 

si
tu

at
io

ns
. 

職
場

で
責
任

を
引
き
受

け
、

他
者

と
関
わ
る

等
、

仕
事

に
関
す
る

概
念

を
年

齢
相
応
に

持
つ

こ
と

が
で
き
る

。
  

  
  

  
  

  

（
注

1
）
S
S
A
T
-
V
I
で
は
、
a
d
u
l
t
 
d
i
s
a
b
l
e
d
 
p
e
e
r
(
大
人
の
障
害
者
の
仲
間
)
,
 
n
o
n
-
d
i
s
a
b
l
e
d
 
p
e
e
r
(
障
害
の
な
い
仲
間
)
,
 
y
o
u
n
g
e
r
 
c
h
i
l
d
r
e
n
(
年
下
の
子
ど
も
)
,
 
o
l
d
e
r
 
c
h
i
l
d
r
e
n
(
年
上
の
子
ど
も
)
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
交
流
の
ス
タ
イ
ル
が
ど
う
か
を
自
由
記
述
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
 

（
注

2
）
S
S
A
T
-
V
I
で
は
、
o
n
e
(
ひ
と
り
)
,
 
s
m
a
l
l
 
g
r
o
u
p
(
小
グ
ル
ー
プ
)
,
 
l
a
r
g
e
r
 
g
r
o
u
p
(
大
グ
ル
ー
プ
)
で
の
遊
び
の
質
に
つ
い
て
も
自
由
記
述
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
  

 

Ta
bl
e1
-2
　
視
覚
障
害
児
・
者
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
試
案
）（
試
案
）
2/
3

相羽，増田，尾原，奈良，佐藤：視覚障害教育におけるソーシャルスキルアセスメントツール（試案）作成の試み
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視視

覚覚
障障

害害
児児

・・
者者

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
スス

キキ
ルル

チチ
ェェ

ッッ
クク

シシ
ーー

トト
((
試試

案案
))
  
33
//
33
  

項項
目目

  
原原

文文
  

邦邦
訳訳

・・
意意

訳訳
  

全全 くく そそ うう 思思 わわ なな いい

  

そそ うう 思思 わわ なな いい

  

ああ まま りり そそ うう 思思 わわ なな いい
  

やや やや そそ うう 思思 うう
  

そそ うう 思思 うう
  

非非 常常 にに そそ うう 思思 うう

  

CCoo
ggnn

iittii
vvee

  SS
oocc

iiaa
ll  BB

eehh
aavv

iioo
rrss
：：

認認
知知

社社
会会
的的

行行
動動

  

AA..
  SS

eell
ff--II

ddee
nntt

iittyy
：：
自自
己己
同同

一一
性性

  

3355
  

1.
 D

em
on

st
ra

te
 u

nd
er

st
an

di
ng

 o
f v

is
ua

l i
m

pa
ir

m
en

t. 
 

自
分

の
視
覚

障
害
の
状

況
を

理
解

で
き
る
。

 
  

  
  

  
  

  

3366
  

2.
 D

em
on

st
ra

te
 a

w
ar

en
es

s o
f p

er
so

na
l c

om
pe

te
nc

ie
s a

nd
 li

m
ita

tio
ns

. 
 

自
分

の
能
力

や
そ
の
限

界
を

認
識

で
き
る
。

 
  

  
  

  
  

  

3377
  

3.
 D

em
on

st
ra

te
 a

w
ar

en
es

s o
f p

os
si

bl
e 

ad
ap

ta
tio

ns
. 

 
ど

う
す

れ
ば

適
応
で
き

る
の

か
を

認
識
で
き

る
。

 
  

  
  

  
  

  

3388
  

4.
 A

dv
oc

at
e 

fo
r s

el
f i

n 
sc

ho
ol

, h
om

e,
 a

nd
 co

m
m

un
ity

 e
nv

ir
on

m
en

ts
. 

 
学

校
、

家
、

地
域
環
境

で
自

分
の
主

張
(権

利
擁

護
)が

で
き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

3399
  

5.
 D

em
on

st
ra

te
 a

ss
er

tiv
en

es
s i

n 
ap

pr
op

ri
at

e 
m

an
ne

r. 
 

適
切

な
方
法

で
わ
か
り

や
す

く
自

分
の
意
見

(ニ
ー
ズ

や
権
利

擁
護

等
)を

言
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

BB..
  IInn

ttee
rrpp

rree
ttiinn

gg  
SSoo

ccii
aall

  SS
iittuu

aatt
iioo

nnss
：：

社社
会会
的的

状状
況況

のの
解解

釈釈
  

4400
  

1.
 O

bs
er

ve
 a

nd
 id

en
tif

y 
op

po
rt

un
iti

es
 fo

r s
oc

ia
l i

nt
er

ac
tio

ns
. 

 
交

流
の

機
会

を
見
つ
け

ら
れ

る
。

 
  

  
  

  
  

  

4411
  

2.
 In

te
rp

re
t s

oc
ia

l c
ue

s a
nd

 g
en

er
at

e 
st

ra
te

gi
es

 fo
r i

nt
er

ac
tio

n.
  

き
っ

か
け
を

つ
か
み
、

交
流

す
る
た

め
の
戦

略
を

立
て

ら
れ
る
。

 
  

  
  

  
  

  

4422
  

3.
 A

nt
ic

ip
at

e 
co

ns
eq

ue
nc

es
 o

f s
tr

at
eg

ie
s a

nd
 se

le
ct

 m
os

t d
es

ir
ed

. 
 

そ
の

戦
略
の

結
果
を
予

測
し

、
最

も
望
ま
し

い
も

の
を

選
択
で
き

る
。

 
  

  
  

  
  

  

CC..
  PP

eerr
ffoo

rrmm
aann

ccee
  oo

ff  SS
oocc

iiaa
ll  SS

kkii
llllss

：：
ソソ
ーー
シシ
ャャ

ルル
スス

キキ
ルル
のの

遂遂
行行

  

4433
  

1.
 In

iti
at

e 
an

d 
pe

rf
or

m
 a

pp
ro

pr
ia

te
 b

eh
av

io
rs

. 
 

適
切

な
行
動

を
実
行
す

る
。

 
  

  
  

  
  

  

4444
  

2.
 G

en
er

al
iz

e 
so

ci
al

 sk
ill

s t
o 

a 
va

rie
ty

 o
f s

itu
at

io
ns

. 
 

様
々

な
状
況

で
ソ
ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
を
汎
化

さ
せ

る
。

 
  

  
  

  
  

  

4455
  

3.
 S

us
ta

in
 so

ci
al

 co
m

pe
te

nc
y 

ov
er

 ti
m

e.
  

ソ
ー

シ
ャ
ル

ス
キ
ル
を

長
期

的
に

維
持
で
き

る
。

 
  

  
  

  
  

  

DD
..  

  SS
eell

ff--EE
vvaa

lluu
aatt

iioo
nn：：

自自
己己
評評
価価

  

4466
  

1.
 D

em
on

st
ra

te
 a

bi
lit

y 
to

 e
va

lu
at

e 
an

d 
m

on
ito

r o
w

n 
so

cia
l p

er
fo

rm
an

ce
 re

al
is

tic
al

ly.
  

現
実

的
な
自

分
の
社
会

的
成

果
を

評
価
・
観

察
で

き
る

。
 

  
  

  
  

  
  

4477
  

2.
 D

em
on

st
ra

te
 a

bi
lit

y 
to

 a
dj

us
t o

w
n 

be
ha

vi
or

 a
cc

or
di

ng
ly.

 
社

会
的

成
果

に
応
じ
て

自
分

の
行

動
を
調
整

で
き

る
。

 
  

  
  

  
  

  

  

  
  

Ta
bl
e1
-3
　
視
覚
障
害
児
・
者
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
試
案
）�
3/
3
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視視

覚覚
障障

害害
児児

・・
者者

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
スス

キキ
ルル

発発
達達

評評
価価

シシ
ーー

トト
((
試試

案案
))
  
11
//
33
  

項項
目目

  
原原

文文
  

邦邦
訳訳

・・
意意

訳訳
  

全全 くく

  

でで きき なな いい

  

とと きき どど きき
  

でで きき るる

  

いい つつ もも

  

でで きき るる

  

IInn
ttee

rraa
cctt

iioo
nn  

ww
iitthh

  FF
aamm

iillyy
,,  PP

eeee
rrss

,,  aa
nndd

  OO
tthh

eerr
ss：：

周周
囲囲

とと
のの
関関
わわ

りり
  

00～～
11
歳歳

  

11  
Re

sp
on

d 
to

 a
n 

ad
ul

t's
 a

tt
em

pt
 to

 in
te

ra
ct

. *
 

大
人

か
ら
の

働
き
か
け

に
反

応
で

き
る
。

* 
  

  
  

22  
In

iti
at

e 
in

te
ra

ct
io

ns
 w

ith
 a

n 
ad

ul
t. 

* 
大

人
と

積
極

的
に
関
わ

る
こ

と
が

で
き
る
。

* 
  

  
  

33  
D

em
on

st
ra

te
 th

e 
ab

ili
ty

 to
 d

iff
er

en
tia

te
 b

et
w

ee
n 

fa
m

ili
ar

 p
eo

pl
e 

an
d 

st
ra

ng
er

s.*
 

身
近

な
人
と

見
知
ら
ぬ

人
と

を
区

別
す
る
こ

と
が

で
き

る
。

* 
  

  
  

44  
Re

sp
on

d 
to

 th
e 

pr
es

en
ce

 o
f a

 p
ee

r. 
* 

他
の

赤
ち
ゃ

ん
の
存
在

に
反

応
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

* 
  

  
  

55  
Ac

ce
pt

 a
 su

bs
tit

ut
e 

ac
tiv

ity
 th

at
 re

pl
ac

es
 a

 so
cia

lly
 u

na
cc

ep
ta

bl
e 

m
an

ne
ris

m
. 

不
適

切
な
ふ

る
ま
い
を

や
め

る
こ

と
が
で
き

る
。

 
  

  
  

22～～
33
歳歳

  

66  
D

em
on

st
ra

te
 u

nd
er

st
an

di
ng

 o
f a

pp
ro

va
l a

nd
 d

is
ap

pr
ov

al
 o

f a
du

lts
. *

 
大

人
が

承
認

/否
認

す
る

こ
と

を
理

解
で
き
る

。
* 

  
  

  

77  
Ad

dr
es

s p
ar

en
ts

 o
r o

th
er

 fa
m

ili
ar

 a
du

lts
 b

y 
na

m
e.

* 
両

親
、

あ
る

い
は
、
身

近
な

大
人

を
名
前
で

呼
ぶ

こ
と

が
で
き
る

。
* 

  
  

  

88  
As

so
ci

at
e 

pa
rt

ic
ul

ar
 a

du
lts

 w
ith

 ro
ut

in
e 

ac
tiv

iti
es

.*
 

日
常

的
な
活

動
を
通
し

て
、

特
定

の
大
人
と

関
わ

る
こ

と
が
で
き

る
。

* 
  

  
  

99  
En

ga
ge

 in
 sa

m
e 

ac
tiv

ity
 a

s a
 p

ee
r. 

* 
仲

間
と

同
じ

活
動
が
で

き
る

。
* 

  
  

  

1100
  

Co
m

pl
y 

w
ith

 si
m

pl
e 

di
re

ct
io

ns
 a

nd
 li

m
its

 fr
om

 a
du

lts
.*

 
「

待
っ

て
」

等
、
大
人

か
ら

の
簡

単
な
指
示

や
制

止
に

従
う
こ
と

が
で

き
る

。
* 

  
  

  

1111
  

In
te

ra
ct

 w
ith

 p
ee

rs
 o

r s
ib

lin
gs

. *
 

仲
間

や
兄
弟

姉
妹
と
関

わ
る

。
* 

  
  

  

1122
  

Ad
dr

es
s s

ib
lin

gs
 b

y 
na

m
e.

* 
兄

弟
姉

妹
を

名
前
で
呼

ぶ
。

* 
  

  
  

44～～
77
歳歳

  

1133
  

In
te

ra
ct

 w
ith

 b
lin

d,
 lo

w
 v

is
io

n,
 a

nd
 si

gh
te

d 
pe

er
s i

n 
co

m
m

on
 si

tu
at

io
ns

. *
 

日
常

の
中
で

盲
児
、
弱

視
児

、
健

常
児
と
関

わ
る

こ
と

が
で
き
る

。
* 

  
  

  

1144
  

Id
en

tif
y 

th
e 

pe
rs

on
 in

 ch
ar

ge
 in

 v
ar

io
us

 si
tu

at
io

ns
.*

 
様

々
な

状
況

で
誰
が
リ

ー
ダ

ー
や

先
生
な
の

か
を

見
つ

け
る
こ
と

が
で

き
る

。
* 

  
  

  

1155
  

Id
en

tif
y 

si
tu

at
io

ns
 in

 w
hi

ch
 a

n 
ad

ul
t s

ho
ul

d 
no

t b
e 

ob
ey

ed
.*

 
指

示
さ

れ
な

く
と
も
、

自
分

で
や

る
べ
き
状

況
だ

と
理

解
で
き
る

。
* 

  
  

  

1166
  

In
iti

at
e 

in
te

ra
ct

io
ns

 w
ith

 p
ee

rs
.*

 
自

発
的

に
仲

間
と
関
わ

る
こ

と
が

で
き
る
。

* 
  

  
  

1177
  

Sh
ar

e 
to

ys
 o

r o
th

er
 it

em
s w

ith
 a

 p
ee

r.*
 

お
も

ち
ゃ
等

を
仲
間
と

共
有

で
き

る
。

* 
  

  
  

1188
  

U
se

 a
 p

ee
r a

s a
 re

so
ur

ce
.*

 
リ

ソ
ー

ス
と

し
て
仲
間

を
活

用
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

* 
  

  
  

1199
  

In
di

ca
te

 p
re

fe
re

nc
es

 in
 p

la
ym

at
es

.*
 

好
き

な
遊
び

仲
間
を
選

ぶ
こ

と
が

で
き
る
。

* 
  

  
  

2200
  

D
is

cu
ss

 th
e 

co
nc

ep
t o

f f
rie

nd
sh

ip
. 

友
情

と
は
何

か
、
話
し

合
う

こ
と

が
で
き
る

。
 

  
  

  

2211
  

D
es

cr
ib

e 
ot

he
r p

eo
pl

e.
 

他
の

人
に
つ

い
て
説
明

で
き

る
。

 
  

  
  

2222
  

Ta
ke

 tu
rn

s.*
 

交
代

で
遊
び

等
の
活
動

が
で

き
る

。
* 

  
  

  

2233
  

D
et

er
m

in
e 

w
he

n 
it 

is
 n

ot
 a

pp
ro

pr
ia

te
 to

 sh
ar

e 
so

m
et

hi
ng

, a
nd

 co
m

m
un

ic
at

e 
it 

in
 a

n 
as

se
rt

iv
e 

m
an

ne
r.*

 
何

か
を

共
有

す
る
こ
と

が
適

切
で

な
い
状
況

を
判

断
し

、
相
手
に

わ
か

る
よ

う
に
伝
え

ら
れ

る
。

* 
  

  
  

2244
  

Id
en

tif
y 

th
e 

co
ns

eq
ue

nc
es

 o
f b

eh
av

io
rs

 in
 so

ci
al

 in
te

ra
ct

io
ns

. *
 

交
流

の
場
で

ど
の
よ
う

な
行

動
が

ど
の
よ
う

な
結

果
に

つ
な
が
る

か
を

考
え

ら
れ
る
。

* 
  

  
  

2255
  

N
am

e 
fa

m
ily

 m
em

be
rs

, a
nd

 d
is

cu
ss

 th
e 

re
la

tio
ns

hi
p 

to
 e

ac
h 

of
 th

em
. 

親
族

・
家
族

を
名
前
で

呼
び

，
自

分
と
の
関

係
性

に
つ

い
て
話
せ

る
。

 
  

  
  

2266
  

M
ai

nt
ai

n 
co

nt
ac

t w
ith

 p
ar

en
ts

, g
ua

rd
ia

ns
, a

nd
 fa

m
ily

 m
em

be
rs

 w
he

n 
se

pa
ra

te
d 

fo
r a

 lo
ng

 p
er

io
d 

of
 ti

m
e.

*
長

い
間

離
れ

て
い
て
も

、
両

親
や

家
族
と
の

連
絡

を
取

り
続
け
る

こ
と

が
で

き
る

. *
 

  
  

  

2277
  

Re
sp

on
d 

to
 h

um
or

, a
nd

 u
se

 it
 in

 so
ci

al
 si

tu
at

io
ns

. 
ユ

ー
モ

ア
を

理
解
し
、

社
会

的
状

況
で
使
う

こ
と

が
で

き
る
。

 
  

  
  

Ta
bl
e2
-1
　
視
覚
障
害
児
・
者
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
発
達
評
価
シ
ー
ト
（
試
案
）�
1/
3
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視視

覚覚
障障

害害
児児

・・
者者

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
スス

キキ
ルル

発発
達達

評評
価価

シシ
ーー

トト
((
試試

案案
))
  
22
//
33
  

項項
目目

  
原原
文文

  
邦邦

訳訳
・・

意意
訳訳

  

全全 くく

  

でで きき なな いい

  

とと きき どど きき
  

でで きき るる

  

いい つつ もも

  

でで きき るる

  

IInn
ttee

rraa
cctt

iioo
nn  

ww
iitthh

  FF
aamm

iillyy
,,  PP

eeee
rrss

,,  aa
nndd

  OO
tthh

eerr
ss：：

周周
囲囲

とと
のの
関関
わわ

りり
  

44～～
77
歳歳

（（
続続

きき
））

  

2288
  

Re
co

gn
iz

e 
sa

rc
as

m
, a

nd
 re

sp
on

d 
in

 a
n 

ef
fe

ct
iv

e 
m

an
ne

r. 
皮

肉
に

気
づ

き
、
効
果

的
な

態
度

で
対
応
で

き
る

。
 

  
  

  

2299
  

In
te

ra
ct

 w
ith

 b
lin

d 
an

d 
lo

w
 v

is
io

n 
ad

ul
ts

 in
 a

 v
ar

ie
ty

 o
f s

itu
at

io
ns

.*
 

様
々

な
状
況

で
、
盲
や

弱
視

の
大

人
と
関
わ

れ
る

。
* 

  
  

  

3300
  

In
iti

at
e,

 co
nt

in
ue

, d
ev

el
op

, a
nd

 co
nc

lu
de

 co
nv

er
sa

tio
ns

.*
 

会
話

を
始
め

、
続
け
、

発
展

さ
せ

、
そ
し
て

終
わ

り
に

す
る
こ
と

が
で

き
る

。
* 

  
  

  

3311
  

D
is

cu
ss

 th
e 

pe
rs

on
al

 li
ke

s a
nd

 d
is

lik
es

 o
f o

th
er

 p
eo

pl
e.

 
他

の
人

の
個

人
的
な
好

き
嫌

い
に

つ
い
て
話

し
合

う
こ

と
が
で
き

る
。

 
  

  
  

3322
  

Re
co

gn
iz

e 
be

ha
vi

or
s t

ha
t c

an
 ca

us
e 

so
ci

al
 is

ol
at

io
n 

an
d 

de
m

on
st

ra
te

 a
lte

rn
at

iv
e 

be
ha

vi
or

s t
ha

t p
ro

m
ot

e 
so

ci
al

 in
te

gr
at

io
n.

* 
孤

立
に

つ
な

が
る
行
動

が
何

か
に

気
づ
き
、

社
会

参
加

に
つ
な
が

る
代

替
行

動
が
と
れ

る
。

* 
  

  
  

88～～
1111

歳歳
  

3333
  

D
em

on
st

ra
te

 a
ffe

ct
io

n 
in

 so
cia

lly
 a

cc
ep

ta
bl

e 
w

ay
s, 

co
ns

id
er

in
g 

th
e 

pe
rs

on
, p

la
ce

, a
nd

 si
tu

at
io

n.
 

人
、

場
所
、

状
況
を
考

慮
し

て
、

社
会
的
に

受
け

入
れ

ら
れ
る
方

法
で

好
意

を
示
す
こ

と
が

で
き

る
。

  
  

  

3344
  

D
em

on
st

ra
te

 th
e 

ab
ili

ty
 to

 re
si

st
 p

ee
r p

re
ss

ur
e 

w
he

n 
re

si
st

an
ce

 is
 n

ec
es

sa
ry

 o
r d

es
ira

bl
e.

 *
 

抵
抗

し
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

場
合

に
は
、
仲

間
の

圧
力

に
抵
抗
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

* 
  

  
  

3355
  

D
em

on
st

ra
te

 sk
ill

s f
or

 re
so

lv
in

g 
co

nf
lic

ts
 w

ith
 si

bl
in

gs
 a

nd
 p

ee
rs

.*
 

兄
弟

姉
妹
や

仲
間
と
の

摩
擦

を
解

決
す
る
た

め
の

ス
キ

ル
を
発
揮

で
き

る
。

* 
  

  
  

3366
  

D
ea

l w
ith

 p
er

so
na

l '
in

su
lts

, o
st

ra
ci

sm
, r

id
ic

ul
e,

 o
r o

th
er

 m
is

tr
ea

tm
en

t. 
悪

口
・

排
除

・
嘲
笑
・

虐
待

等
に

対
処
で
き

る
。

 
  

  
  

3377
  

To
le

ra
te

 so
m

e 
un

us
ua

l o
r u

ne
xp

ec
te

d 
be

ha
vi

or
s f

ro
m

 o
th

er
s. 

* 
他

人
か

ら
の

普
通
で
な

い
、

ま
た

は
予
期
し

な
い

行
動

を
許
容
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

* 
  

  
  

3388
  

Se
ek

 in
te

ra
ct

io
ns

 w
ith

 b
lin

d,
 lo

w
 v

is
io

n,
 a

nd
 si

gh
te

d 
pe

er
s a

nd
 a

du
lts

 in
 a

 v
ar

ie
ty

 o
f s

itu
at

io
ns

. *
 

様
々

な
状
況

で
，
盲
や

弱
視

、
健

常
者
の
仲

間
や

大
人

と
交
流
し

よ
う

と
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

* 
  

  
  

1122
～～

1155
歳歳

  

3399
  

In
te

ra
ct

 p
os

iti
ve

ly
 w

ith
 fr

ie
nd

s.*
 

友
達

と
積
極

的
に
交
流

で
き

る
．

 
  

  
  

4400
  

D
is

cu
ss

 s
om

e 
pr

ob
le

m
s 

th
at

 m
ig

ht
 a

ri
se

 w
ith

 fa
m

ily
 m

em
be

rs
 o

r 
w

ith
 fr

ie
nd

s, 
an

d 
su

gg
es

t 
st

ra
te

gi
es

 t
ha

t 
co

ul
d 

be
 u

se
d 

to
 re

so
lv

e 
th

em
.*

 
起

こ
り

う
る

問
題
に
つ

い
て

家
族

や
友
達
に

相
談

し
，
そ

れ
ら
を

解
決

す
る

た
め
の
戦

略
を

提
案

で
き

る
。

* 
  

  
  

4411
  

Id
en

tif
y 

ho
w

 d
iff

er
en

t f
rie

nd
s c

an
 m

ee
t d

iff
er

en
t n

ee
ds

. 
様

々
な

友
人

が
相
互
に

ニ
ー

ズ
を

満
た
せ
る

方
法

を
見

つ
け
る
こ

と
が

で
き

る
。

 
  

  
  

4422
  

D
em

on
st

ra
te

 v
ar

io
us

 a
sp

ec
ts

 o
f p

la
nn

in
g 

an
d 

ca
rr

yi
ng

 o
ut

 so
cia

l a
ct

iv
iti

es
 w

ith
 fr

ie
nd

s. 
* 

友
人

と
の
社

会
活
動
を

さ
ま

ざ
ま

な
側
面
か

ら
計

画
・

実
行
す
る

こ
と

が
で

き
る

* 
  

  
  

4433
  

U
se

 a
ss

er
tiv

e 
te

ch
ni

qu
es

 in
 a

pp
ro

pr
ia

te
 so

ci
al

 si
tu

at
io

ns
. 

 *
 

適
切

な
場
面

で
、
相
手

に
伝

わ
る

工
夫
を
し

な
が

ら
自

分
の
意
見

を
述

べ
る

こ
と
が
で

き
る

。
* 

  
  

  

4444
  

D
is

cu
ss

 th
e 

ri
gh

ts
 a

nd
 re

sp
on

si
bi

lit
ie

s o
f a

n 
in

di
vi

du
al

 in
 a

 re
la

tio
ns

hi
p.

* 
対

人
関

係
の

中
で
個
人

の
権

利
と

責
任
に
つ

い
て

話
し

合
う
こ
と

が
で

き
る

。
* 

  
  

  

1166
～～

2211
歳歳

  

4455
  

Es
ta

bl
is

h 
an

d 
m

ai
nt

ai
n 

a 
va

rie
ty

 o
f f

ri
en

ds
hi

ps
. 

様
々

な
友
情

を
築
き
，

維
持

で
き

る
。

 
  

  
  

4466
  

W
or

k 
ef

fe
ct

iv
el

y 
in

 v
ar

io
us

 g
ro

up
s t

ha
t h

av
e 

a 
de

fin
ed

 p
ur

po
se

 o
r s

tr
uc

tu
re

. 
決

め
ら

れ
た

目
的
・
構

造
を

持
つ

様
々
な
グ

ル
ー

プ
で

効
果
的
に

働
く

こ
と

が
で
き
る

。
 

  
  

  

4477
  

D
is

cu
ss

 th
e 

co
nc

ep
ts

 o
f r

ol
e 

m
od

el
(s

) a
nd

/o
r m

en
to

r(
s)

 fo
r s

el
f. 

自
分

に
と
っ

て
の
ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
は
何
か

に
つ

い
て

話
し
合
う

こ
と

が
で

き
る
。

 
  

  
  

4488
  

D
is

cu
ss

 th
e 

co
nc

ep
t o

f '
ne

tw
or

ki
ng

, a
nd

 d
em

on
st

ra
te

 a
n 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
of

 it
s v

al
ue

. 
支

援
者

や
仲

間
等
の
「

つ
な

が
り

」
に
つ
い

て
話

し
合

い
、
そ
の

価
値

を
理

解
す
る
こ

と
が

で
き

る
。

  
  

  

（
注
）
*
印
は
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
項
目
で
あ
る
。
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視視

覚覚
障障

害害
児児

・・
者者

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
スス

キキ
ルル

発発
達達

評評
価価

シシ
ーー

トト
((
試試

案案
))
  
33
//
33
  

項項
目目

  
原原

文文
  

邦邦
訳訳
・・

意意
訳訳
  

全全 くく

  

でで きき なな いい

  

とと きき どど きき
  

でで きき るる

  

いい つつ もも

  

でで きき るる

  

SSee
llff--

CCoo
nncc

eepp
tt：：

自自
己己
概概
念念

  
00～～

11
歳歳

  

11  
Re

co
gn

iz
e 

an
d 

re
sp

on
d 

to
 n

am
e.

 
名
前
に
気
づ
き
、
反
応
で
き
る
。

 
  

  
  

22  
D

em
on

st
ra

te
 in

te
re

st
 in

 a
 m

ir
ro

r i
m

ag
e.

 *
 

鏡
に
映
っ
た
姿
に
興
味
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

33  
St

at
e 

ow
n 

fir
st

 n
am

e.
 *

 
自
分
の
名
前
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

44  
D

em
on

st
ra

te
 a

 st
ro

ng
 d

es
ir

e 
to

 p
er

fo
rm

 ta
sk

s i
nd

ep
en

de
nt

ly.
 *

 
自
分
ひ
と
り
で
課
題
を
や
り
た
い
と
強
い
意
欲
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

55  
D

em
on

st
ra

te
 a

w
ar

en
es

s t
ha

t h
is

 b
eh

av
io

r h
as

 a
n 

ef
fe

ct
 o

n 
自
分
の
行
動
が
影
響
を
与
え
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

 
  

  
  

22～～
33
歳歳

  

66  
In

di
ca

te
 a

 p
re

fe
re

nc
e.

 *
 

好
み
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

77  
D

em
on

st
ra

te
 re

co
gn

iti
on

 o
f o

w
n 

im
ag

e 
in

 a
 p

ic
tu

re
 o

r o
n 

a 
vi

de
ot

ap
e,

 a
nd

/o
r d

em
on

st
ra

te
 re

co
gn

iti
on

 o
f o

w
n 

vo
ic

e 
on

 a
n 

au
di

ot
ap

e.
 *

 
画
像
や
動
画
か
ら
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
認
識
す
る
こ
と
や
、
録
音
さ
れ
た
音
声
か
ら
自
分
の
声
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

*
  

  
  

88  
U

se
 p

er
so

na
l p

ro
no

un
s I

, y
ou

, a
nd

 m
e.

 *
 

私
，
あ
な
た
と
い
っ
た
代
名
詞
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

99  
U

se
 a

 v
ar

ie
ty

 o
f m

et
ho

ds
 to

 g
et

 o
w

n 
w

ay
.*

 
自
分
が
思
い
描
い
た
結
果
に
な
る
よ
う
、
様
々
な
工
夫
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

1100
  

D
em

on
st

ra
te

 a
n 

aw
ar

en
es

s o
f h

im
se

lf 
as

 a
 se

pa
ra

te
 p

er
so

n.
 

親
と
自
分
は
別
の
独
立
し
た
個
人
で
あ
る
と
，
自
分
を
認
識
で
き
る
。

 
  

  
  

1111
  

Sh
ow

 p
ri

de
 in

 a
cc

om
pl

is
hi

ng
 ta

sk
s. 

* 
課
題
の
達
成
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

1122
  

St
at

e 
ow

n 
fir

st
 n

am
e,

 la
st

 n
am

e,
 a

nd
 a

ge
. *

 
自
分
の
名
、
姓
、
年
齢
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

44～～
77
歳歳

  

1133
  

Se
pa

ra
te

 o
w

n 
po

ss
es

si
on

s f
ro

m
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e 
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 o

th
er

s.*
 

自
分
の
物
と
他
人
の
物
と
を
区
別
で
き
る
。

* 
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N
am

e 
th

in
gs

 th
at

 sh
e 

ca
n 

do
 n

ow
 th

at
 sh

e 
w
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 u
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e 
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n 
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r a
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, a
nd

 n
am

e 
th
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 th
at
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e 

w
ill
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ar

n 
to

 d
o,

 
in

 th
e 

fu
tu

re
. *

 
小
さ
い
こ
ろ
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
今
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
理
解
し
、
将
来
，
学
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

1155
  

St
at

e 
ba

si
c i

nf
or

m
at

io
n 
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ou

t s
el

f. 
* 

自
分
に
つ
い
て
基
本
的
な
情
報
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

* 
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e 
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c i
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m
at
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n 
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ou

t f
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家
族
に
関
す
る
基
本
情
報
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

* 
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w
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w
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su
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nd

 o
th
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d 
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 b

et
w

ee
n 
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s a

bi
lit

ie
s a

nd
 th

os
e 

of
 o

th
er

s.*
自
分
の
視
機
能
や
そ
の
他
の
身
体
能
力
、
自
分
と
他
人
の
能
力
の
違
い
に
つ
い
て
認
識
で
き
る
。
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ss
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個
人
的
な
好
き
嫌
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

* 
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Pr
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e 
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us
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m
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kg
ro

un
d.

* 
自
分
の
民
族
、
宗
教
。
家
族
の
背
景
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
提
供
で
き
る
．
（
削
除
）
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Ev
al
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n 
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tt
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 th
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e 
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自
分
の
性
格
を
理
解
し
、
機
能
的
で
は
な
い
部
分
を
必
要
に
応
じ
て
変
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

2211
  

St
at

e 
ow

n 
po

in
t o

f v
ie

w
 o

n 
va

ri
ou

s s
pe
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. 

様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
自
分
の
見
解
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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歳歳

  

2222
  

St
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e 
ow
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so
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 se
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* 
自
分
の
社
会
保
障
番
号
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
削
除
）
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O
bt

ai
n 

an
d 

us
e 

an
 id

en
tif

ic
at
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n 
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rd

.*
 

パ
ス
ポ
ー
ト
や
障
害
者
手
帳
等
、
身
分
証
を
入
手
し
、
活
用
で
き
る
。

* 
  

  
  

2244
  

Sh
ow

 p
ri

de
 in
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er

so
na

l a
ch

ie
ve

m
en

ts
. 

自
分
の
功
績
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
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Ex
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s r
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w
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w
n 
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bi
lit
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m
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. *
 

自
分
の
可
能
性
・
限
界
に
関
す
る
現
実
的
な
見
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

* 
  

  
  

2266
  

D
em

on
st

ra
te

 co
nf

id
en

ce
 in

 o
w

n 
de

ci
si

on
s, 

va
lu

es
, a

nd
 b

el
ie

fs
.*

 
自
分
の
決
断
，
価
値
観
，
信
念
に
自
信
を
持
て
る
。

* 
  

  
  

（
注
）
*
印
は
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
項
目
で
あ
る
。
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　一方，本発達評価シート（試案）の評価方法につい
ては，原本とは異なる方法を採用した。SCAでは，
①IEPの学年（IEP school year），②ソーシャルスキ
ルが特定の場面で観察できるか（Competency），③
それが複数の場面に汎化されているか（Generalized 
Use）を評価する形式になっており，形成的評価での
活用が推奨されていた（Sacks & Wolffe, 2006）。この
ため，本発達評価シート（試案）は，当該年度の自立
活動等の授業で定期的に実施することを想定し，①は
削除し，②や③は，場面の確認が容易でないという理
由から見直した。これにより評価方法は，「できない」，

「ときどきできる」，「いつもできる」になった。
　こうして作成した本発達評価シート（試案）は，ソ
ーシャルスキルの活用状況を発達年齢に応じて評価す
る際に役立つことや，コミュニケーションの指導の系
統性を把握する際に役立つことが期待できる。

Ⅴ．まとめ

　本報告では，視覚障害児・者ソーシャルスキルチェ
ックシート（試案）と，視覚障害児・者ソーシャルス
キル発達評価シート（試案）を作成・紹介することが
できた。これらは盲学校が幼児児童生徒にコミュニケ
ーションの指導を行う際，指導時期や指導内容に手が
かりを与える資料として役立つ可能性が指摘できる。
　例えば，視覚障害児・者ソーシャルスキル発達評価
シート（試案）を活用し，合理的配慮を得るためのコ
ミュニケーションに関わるソーシャルスキルを検討す
ると，次のように提案できる。4 ～ 7 歳では，自身の
視覚障害に気づけること（自己概念：項目 17）が重
要であるため，障害の認識と障害開示が必要と考えら
れる。12 ～ 15 歳では，自身の権利や責任を理解し，
適切な場面で周囲に分かりやすく意見を伝えられるこ
と（周囲との関わり：項目 43・44）が重要であるた
め，障害者差別解消法を理解し，TPOに応じてわか
りやすくニーズを伝え，権利擁護できることが必要だ
と考えられる。16 ～ 21 歳では，ロールモデルや支援
者等とのつながり（周囲との関わり：項目 47・48）
を持ち，自分の能力と限界を現実的に見極め（自己概
念：項目 25），集団内で効果的に働けること（周囲と
の関わり：項目 46）が重要であるため，先輩や専門
機関等とつながりながら，自分の能力を客観的に把握
し，支援を活用し，周囲と同じように機能し，役割を
果たせることが必要だと考えられる。上記のうち，12
～ 15 歳の指導内容は，現在，わが国では高大連携の
段階で実施されている（氏間ら，2019）が，高校受験
を踏まえ，より早い時期からの指導が必要である可能
性が示唆できる。したがって，今後は，両試案に基づ
く指導を実践の中で検討し，両試案の改良を図ること
が課題であろう。
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